
たシステムです。とにかく家の中全体

の温度ムラを極力なくし、きれいな空気

環境を常に保つことが最大のポイント

です。」と話される青社長、その横で

会長が、モデルハウスの床、壁、天井

の様々な所に温度センサーを当て、温

度を示してくれた。真夏の昼間、吹き抜

けの大空間であるにもかかわらず、殆ど

温度差がない。「2℃というのは、陽の当

たる側の壁面と反対側とでは当然

温度が違いますから、平均的に2℃と言

っているのです。」ということであった。

この温度ムラのなさによる効果は、特に

冬の夜発揮されるという。

平成6年にこの商品が開発され、第1号

のお客様になった方がいる。会長と

長い付き合いのある方だったが、これ

までに2回、冬のヒートショックで倒れ、

入院されていた。3回目が起こったら命

が危ないと言われ、その方は冬場は夜

お風呂に入らなかった。その方の物件

を新築するに当たり、「是非このシス

テムを採り入れて欲しい」と頼み込んで

採用してもらった。しかし、完成後も最初

の2年くらいは、中々夜お風呂に入って

いただけなかった。何度も「大丈夫だか

ら入ってください」と説得し続け、やっと

入っていただいたという。以来12年経つ

が、今では本当に喜んでいただいてい

るという。

大周建設は、来年1月で50周年を迎える。

現会長が27歳で独立、東京大田区で創

業したのが1957年だった。大周建設の

住宅はこれまで「技術」にこだわり、

住宅建築の様々な技術開発によって、

顧客の信頼を獲得してきている。その

特許取得数が30件以上に上る、技術

開発型住宅会社である。

大手ゼネコンの下請会社の現場監督を

されていた会長は、日本の住宅の耐久

性、耐震問題が非常に気になっていた。

独立当初は、他の工務店と変わらない

普通の木造軸組み工法の住宅を建てて

いたのだが、1973年に、耐震木造住宅

「初雁」を発売した。建設省から「新耐

震基準」が提示（1981年）される8年

も前のことである。

ここから、第1次大周建設の研究開発型

住宅がスタートする。

最初の頃の特許は、木造住宅の金物接合

にかかわるものが多かった。当時まだ

いわゆる、耐震金物というものが殆ど

なかった時に、様々な接合金物を開発

していった。大周建設の住宅は、建築

基準法の2倍の強度がある。構造計算

を2回行い、柱一本一本に掛かる力の

かかりかたを構造計算する。一軒の家

に使用される釘は、1万本近くになる。

この釘のチェックは、すべて必ず社長

が検査することになっている。

朝日新聞の協力の下に展開されている

全国中小工務店の組織、「匠の会」と

いうのがあるが、実は、大周建設の青

会長は、この「匠の会」の初代理事長で

ある。この関係で、彼は全国の工務店

を廻った。その時に気づいたことがあ

る。それは、どの工務店も当時少しづ

つ住宅づくりにおいて、注目されてき

ていた「高気密・高断熱」について、

その対応に苦労されていることであった。

ここから、大周建設の第2の研究開発

がはじまる。

持ち前の開発魂によって、「よし、私

が開発しよう！」と決心した青会長は、

本社横に「研究開発棟」を建て、そこ

で、様々な研究を行った。そこから多

くの高気密・高断熱に関する特許が生

まれることになるのである。

問題は、「気密性の確保」がどれだけ

できるかであった。耐震性アップのた

めに、木造軸組みプラス構造用パネル

による工法を採っていたが、柱と構造

用パネル間の気密性、さらに、断熱材

の構造材への接続部分の気密性を、

どのように上げるかが、課題であった。

そこで彼が開発したのが「発泡楔

（くさび）」であった。
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「人の安全と健康を守り、快適な住まいをつくりたい」という想いを実現するため

に、住宅業界がまだ取り組んでいない時期から、様々な技術開発によって耐震

工法、高気密・高断熱に関する商品開発等、30もの特許を取得した会社がある。

今回は、神奈川県横浜市「大周建設」様の技術開発にかける取り組みをお伺いした。

独自開発の「エアブレスの家」
（ＤＫ工法）で、
家中の温度差が2℃以下に

建築基準法の2倍の
強度を持つ家を
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柱とパネルの間に楔状の発泡断熱材を

打ち込むことによって、気密性が格段

に上った。

これで、軸組みパネル工法での気密性

の問題がクリアされたのである。

この研究開発過程でもまた、いくつか

の特許が生まれている。

大周建設の大きな3つ目の技術開発は、

この会社を全国的に有名にした「エア

ブレスの家」の開発であった。当初開発

された時は、大周建設の頭文字を取っ

て、「ＤＫ工法」と呼んでいた。（今で

も自社ではＤＫ工法と呼んでいる）。

19 9 9年、イナックスと技術提携し、

イナックスが全国工務店向けに

「エアブレスの家」としてフランチャ

イズ（ＦＣ）展開を行い、現在全国で

330社の工務店が加盟している。

大周建設は、この加盟店への「技術講

習」を行っている。

この工法に用いられている空気循環の

手法は、平成12年に「家屋の空調シス

テム」として、特許取得がなされている。

「このシステムは、今の汚れた外の空気

環境から家の中の環境を守り、健康で

快適な生活を確保するために開発され

大周建設の「DK工法」のしくみ
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だが、折角エアブレスの家を建てておき

ながら、最冬、最夏の冷暖房のスイッチ

を切ってしまうお客様がいるそうだ。

「健康で快適な生活環境をつくりながら、

切ってしまうのでは、いい温熱環境で

生活できなくなるし、光熱費的に見ても、

結局は損しますよ」と助言されるそうだ

が、これまでの生活習慣を変えていた

だくことが難しいお客様もいる。

「この住宅にしたら、昔は一度実家に帰

ると中々帰ってこなかった嫁が、一晩い

ただけで、「実家は寒い」と、さっさと

帰ってくるようになりました。」というよう

なお客様もいるようである。

大周建設の広告宣伝は、新聞広告を中心

においている。朝日新聞と神奈川新聞

に全5段広告を、朝日は月1回、神奈川

新聞は月3回程度出している。

これは、匠の会以来の新聞社とのつな

がりということもあるが、自社のチラシ

よりも、新聞広告の方が信用が高く、

技術にこだわる大周建設の広告内容は、

新聞広告の方が見ていただく確率が

高いからだそうだ。

また、ＯＢ客からの紹介率が50％強と

高い。これは、1986年以来20年続けて

いる情報誌「大周すまいる」（2001年

までは「快適な住まいへの提案」）に

負う所が大きいという。創刊以来、年

4回、会長がその研究開発への想いを

毎回びっしりと書いている。このまじ

めな対応が、2000軒というＯＢ客の共

感を呼んでいるのだろう。さらに、年

1回、暖房への切り替え時に、全ＯＢ

客を担当された方が必ず廻り、点検、

機械のメンテナンスを行うという。

「私どもの住宅づくりでは、技術的に

すでに世の中にはこんなシステムが

あるのに我社ではできない。実施して

ない、ということはありません。常に

他社にないものを先駆けて研究、開発し、

導入してきました。それが当社の住宅

です。」とおっしゃる青社長、しかし、

これからは、技術だけでは難しくなる

だろう。もっと生活のソフト、デザイン

面を強化したい、というのが課題だと

いう。

特に、女性が住宅選びの中心になって

いる今、難しい技術面の話だけを訴求

してもあまり理解されず、他社に取ら

れる懸念があるため、「女性の目をも

っと楽しませるようなデザイン、女性

的な工夫にもっと力を入れたい」との

思いから、「研究開発棟」があった場所

に昨年秋建てられたのが新しいモデル

ハウス、ショールームである。これま

でのような大周建設の技術、システム

の説明だけでなく、今後このモデル

ハウスを使った様々な地域の人、女性

向けのイベントなどの開催を考えている。

今、大周建設はさらに新しい飛躍を

目指して、第4ステップを展開しよう

としている。

技術にこだわる大周建設の取り組みと今後の方向 

「安心して住める快適な住宅を開発したい」 
という会長の想いは、更に 

技術開発型住宅会社という大周建設のイメージをしっかり確立した。 

1 環境、省エネ、健康はもう当たり前 

2 家作りについての経営者、会社としての哲学、考え方の明確化 

3 既存顧客との関係見直し、強化、参加型関係づくり 

4 地域との関係強化（他の団体等とのコラボなど） 

5 人作りの強化（本物の職人集団づくり、「住まいづくりカウンセラー制度」などの設置など） 

1 新耐震基準が建設省から発表される8年前から、様々な耐震技術を開発、商品化 
2 高気密・高断熱住宅のための気密パッキン、「発泡楔」の開発、商品化 

3 家全体の温度差を2℃以内にする「DK工法」の開発により、 
大手メーカーと技術提携により、全国330社で採用される。 

 

市場競争激化の中での生き残る道 

大周建設様のこれまでの取り組み 

という更なる差別化に向かっています。 

さらなる差別化ポイントの明確化 

女性客への訴求に 
焦点を当てた、 

提案型（ソフト）住宅会社 

技術開発（ハード）型 
住宅会社 

技術を中心に50年、「DK工法」いうシステムを作り上げ、技術開発型住宅会社という地位を確立された

大周建設様。今新たに「生活提案（ソフト）型住宅会社」という差別化に向けてスタートされて

います。今回は、より競争が激しくなっている中で、ますます重要になってくる「自社の差別化ポイント」

について考えてみました。

今回のポイント

自社の「差別化ポイント」を考える

想いを伝える情報誌「大周
すまいる」と、きめ細かな
顧客フォロー、メンテ対応

技術訴求から生活訴求へ

大空間のモデルハウスでも、床、壁、天井、ほとんど温度差がない

ソフト面を強調したパンフレット

広告・宣伝は、朝日、神奈川新聞への全5段広告が中心


